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ウォーターサンプラ

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
影
響
が
比
較

的
大
き
い
避
難
指
示
区
域
等
の
森
林
は
、

事
故
後
通
常
の
林
業
活
動
が
実
施
さ
れ
て

さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

中
断
さ
れ
て
い
る
森
林
施
業
を
適
切
か

つ
円
滑
に
再
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
放

射
物
質
の
拡
散
防
止
対
策
や
作
業
者
の
被

ば
く
低
減
等
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
今

後
の
施
業
再
開
に
向
け
て
必
要
な
知
見
を

得
る
た
め
、
間
伐
等
を
実
施
し
、
放
射
性

物
質
の
拡
散
防
止
、
作
業
者
の
被
ば
く
低

減
そ
の
他
の
課
題
に
対
し
有
効
と
考
え
ら

れ
る
具
体
的
な
手
法
や
そ
の
効
果
に
つ
い

て
の
知
見
を
得
る
た
め
の
実
証
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
事
業
実
施
箇
所
は
表
１
の
と

お
り
で
す
。

放
射
性
物
質
の
拡
散
防
止
に
配
慮
し
た
森

林
施
業

森
林
内
の
放
射
性
物
質
の
大
半
が
土
壌

表
層
に
分
布
し
て
い
る
た
め
、
間
伐
の
実

施
時
や
作
業
道
（
間
伐
等
で
伐
採
し
た
木

を
運
ぶ
た
め
の
道
）
土
場
（
伐
採
し
た
木

を
集
積
す
る
場
所
）
を
作
設
す
る
時
に
下

流
域
や
周
辺
地
域
へ
放
射
性
物
質
が
流
出
・

拡
散
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年
度
行
う
実
証
事

業
に
お
い
て
、
作
業
道
や
土
場
の
基
本
的

な
作
設
方
法
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
放
射

性
物
質
の
影
響
を
小
さ
く
す
る
た
め
、
作

設
後
の
土
砂
流
出
防
止
に
も
留
意
し
つ
つ
、

工
事
の
作
業
方
法
、
路
線
の
勾
配
、
排
水

対
策
、
表
土
の
取
扱
い
等
を
検
証
し
ま
す
。

ま
た
、
林
道
修
繕
で
は
、
放
射
線
遮
断

の
た
め
に
10
㎝
の
敷
砂
利
と
路
肩
部
分
に

伐
採
木
を
チ
ッ
プ
化
し
た
も
の
を
厚
さ
10

㎝
で
散
布
し
、
低
減
効
果
に
つ
い
て
検
証

し
ま
す
。

作
業
員
の
被
ば
く
線
量
及
び
粉
じ
ん
発
生

量
の
低
減
効
果
の
検
証

放
射
線
源
が
存
在
す
る
環
境
下
に
お
け

る
外
部
被
ば
く
防
護
の
三
原
則
は
「
距
離

（
放
射
線
源
と
の
距
離
を
と
る
。
）
」

「
時
間
（
作
業
時
間
を
短
く
す
る
）
」

「
遮
へ
い
（
放
射
線
源
と
の
間
に
遮
へ
い

物
を
設
け
る
）
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
や
ハ
ー
ベ
ス
タ
等

の
林
業
機
械
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る
被

ば
く
線
量
低
減
効
果
を
検
証
し
ま
す
。

樹
木
へ
の
放
射
性
物
質
の
影
響
の
検
証

皆
伐
跡
地
の
ぼ
う
芽
更
新
（
伐
採
し
た

樹
木
の
切
株
か
ら
発
生
す
る
萌
芽
に
よ
り

森
林
の
再
生
を
図
る
方
法
）
木
と
そ
の
周

辺
土
壌
の
放
射
性
物
質
濃
度
の
測
定
を
実

施
し
ま
す
。
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森
林
に
お
け
る
施
業
再
開
に
向
け
た
実
証
事
業
に
つ
い
て

森
林
整
備
部

森
林
整
備
課

１日１回、採取した水の放射性

物質濃度を測定

各種拡散防止対策等

土のう工

林内から土砂が渓流に流入する

ことを防止するため、作業道の

路肩に土のうを設置

木柵工

間伐実施後の間伐列の谷側や取

水施設周辺へ土砂が流出しない

ように木柵を設置

チップ散布

土砂の流出を防ぐため、列間に

現地発生材を利用したチップを

散布



一
昨
年
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
よ
り
、
８
月
11
日
が
「
山
の
日
」

と
し
て
国
民
の
祝
日
に
制
定
さ
れ
、
い
よ

い
よ
今
年
か
ら
祝
日
と
な
り
ま
し
た
。

制
定
の
意
義
は
「
山
に
親
し
む
機
会
を

得
て
、
山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
」
と
し
て

お
り
、
国
民
の
皆
様
に
山
に
親
し
む
機
会

を
提
供
す
べ
く
、
林
野
庁
で
は
全
国
的
に

「
山
の
日
」
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
展

開
し
ま
し
た
。
関
東
森
林
管
理
局
の
管
内

で
も
各
地
域
と
協
働
し
て
様
々
な
「
山
の

日
」
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
み
ん
な
の
知
ら
な
い
高
尾
山
の
森
林

～
森
を
守
る
人
と
歩
く
ハ
イ
キ
ン
グ
～

豊
か
な
自
然
を
誇
る
高
尾
山
で
す
が
、

一
方
で
人
工
林
も
多
く
、
国
有
林
で
は
林

業
的
経
営
と
併
せ
、
登
山
者
の
利
便
と
安

全
を
調
和
さ
せ
た
森
林
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
平
成
18
～
20
年
に
実
施
し

た
富
士
山
へ
の
眺
望
に
配
慮
し
た
間
伐
、

ま
た
平
成
23
年
の
台
風
で
折
れ
た
り
倒
れ

た
樹
木
の
そ
の
後
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら

歩
く
、
ハ
イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

参
加
頂
い
た
方
は
、
普
段
登
山
を
し
て

い
て
も
中
々
気
が
つ
か
な
い
国
有
林
の
仕

事
に
、
興
味
深
そ
う
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

○
赤
谷
の
森
に
巨
樹
・
巨
木
を
見
に
行
こ

う
群
馬
県
み
な
か
み
町
で
地
域
や
関
係
団

体
と
連
携
し
た
森
林
管
理
を
行
っ
て
い
る

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド

を
活
用
し
た
自
然
散
策
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

利
根
川
の
源
流
に
当
た
る
小
出
俣
沢
周

辺
は
、
数
多
く
の
巨
樹
・
巨
木
が
あ
り
ま

す
。
参
加
者
は
そ
の
木
々
を
巡
り
な
が
ら
、

カ
モ
シ
カ
の
足
跡
や
、
貯
め
ら
れ
た
栃
の

実
な
ど
多
く
の
生
き
物
の
痕
跡
を
見
つ
け
、

豊
か
な
赤
谷
の
森
や
渓
流
の
木
々
の
大
切

さ
を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
他
、
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
関
東

森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

来
年
は
第
２
回
「
山
の
日
」
記
念
全
国

大
会
が
栃
木
県
那
須
町
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
一
層
「
山
の
日
」
の
普
及
に
努

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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今
月
の
表
紙

「
会
津
森
林
管
理
署
に
お
け
る
民
国

連
携
の
取
組
」

会
津
森
林
管
理
署
で
は
、
南
会
津
支
署
、

福
島
県
会
津
・
南
会
津
農
林
事
務
所
と
年
２

回
の
民
国
連
携
推
進
会
議
を
開
催
し
、
会
津

地
方
に
お
け
る
森
林
・
林
業
に
関
す
る
情
報
・

意
見
交
換
を
行
い
、
林
業
・
木
材
産
業
の
更

な
る
振
興
等
に
資
す
る
た
め
、
連
携
す
る
事

業
等
を
検
討
・
決
定
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
会
津
地
方
16
市
町
村
の
林
業
関

係
者
及
び
会
津
流
域
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

に
登
録
し
て
い
る
林
業
事
業
体
等
を
対
象
と

し
「
木
材
利
用
の
拡
大
に
向
け
た
現
状
と
課

題
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
（
写
真
上
）
、
列

状
間
伐
の
現
地
検
討
会
（
写
真
右
下
）
を
開

催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
喜
多
方
市
は
民
国
連
携
の
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
地
区
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
局
、

署
、
県
、
喜
多
方
市
と
連
携
し
、
共
同
施
業

団
地
の
設
定
に
向
け
て
現
地
調
査
等
を
積
極

的
に
進
め
て
い
ま
す
。
（
写
真
左
下
）

巨樹を囲んで解説

眺望に配慮した間伐箇所の説明

『
感
じ
よ
う
、
山
の
恵
み

森
の
恵
み
』

平
成
28
年
度
「
山
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト

森
林
整
備
部

技
術
普
及
課



民有林と国有林の森林総合監理士等が連携して、市町村森林整備計画の作成・実行監理
への支援を重点的に実施することを目的として、原則として平成28年度に森林計画を樹立する
計画区内の市町村を対象として設定する地区であり、下記の６箇所を設定。

（表１） 平成28年度民国連携推進地区の設定について

署等 計画区 県 市町村 主な連携相手 予定している取組

会津署 会津 福島県 喜多方市 会津農林事務所
① 会津地方民国連携推進会議の開催
② 森林共同施業団地の設定
③ 市町村森林整備計画の作成支援

南会津
支署

会津 福島県 南会津町 南会津農林事務所
① 会津地方民国連携推進会議の開催
② 南会津産木材市への出材等による協力
③ 市町村森林整備計画の作成支援

茨城署 霞ヶ浦 茨城県 石岡市 県南農林事務所
① 民有林と連携したシステム販売の実施
② 森林共同施業団地の設定
③ 市町村森林整備計画の作成支援

日光署 渡良瀬川 栃木県 鹿沼市 県西環境森林事務所
① 高性能林業機械等の普及・定着を図るため
の現地検討会等の開催
② 地域の林業関係者との意見交換会の開催
③ 市町村森林整備計画の作成支援

群馬署 利根下流 群馬県 みどり市 桐生森林事務所
① 民有林と連携したシステム販売の実施
② 森林共同施業団地の設定
③ 市町村森林整備計画の作成支援

伊豆署 伊豆 静岡県 伊豆市 東部農林事務所
① 国有林や静岡県農林技術研究所等の研究
成果を活用したシカ被害対策
② 市町村森林整備計画の作成支援

関
東
森
林
管
理
局
に
お
い
て
は
、
都
県

の
森
林
総
合
監
理
士
等
と
連
携
し
た
市
町

村
へ
の
技
術
的
援
助
等
を
重
点
的
に
実
施

す
る
「
民
国
連
携
推
進
地
区
」
を
設
定
し
、
、

市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
作
成
等
民
有
林

行
政
へ
の
支
援
の
取
組
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
（
表
１
参
照
）
。

本
取
組
を
推
進
を
す
る
た
め
、
８
月
22

日
に
関
東
森
林
管
理
局
に
お
い
て
「
平
成

28
年
度
民
国
連
携
推
進
地
区
打
合
せ
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

打
合
せ
に
は
、
各
地
区
で
の
取
組
の
中

心
と
な
る
各
森
林
管
理
署
の
森
林
技
術
指

導
官
等
９
名
、
各
県
出
先
事
務
所
の
担
当

者
４
名
（
福
島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、

群
馬
県
か
ら
各
１
名
）
を
始
め
、
局
職
員

を
含
む
21
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

打
合
せ

で
は
、
各

地
区
担
当

者
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の

地
区
の
現

状
や
課
題

を
始
め
、

取
組
状
況

の
報
告
が

あ
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
各
地
区
か
ら
の
報
告
に
対
す

る
質
疑
応
答
、
民
国
連
携
の
取
組
事
例
等

に
関
す
る
情
報
提
供
等
が
行
わ
れ
、
地
域

林
業
の
課
題
等
に
関
し
て
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

打
合
せ
の
実
施
に
よ
り
、
民
有
林
と
国

有
林
が
積
極
的
に
連
携
す
る
こ
と
が
、
地

域
の
林
業
関
係
者
を
動
か
す
き
っ
か
け
と

な
る
と
の
認
識
が
共
有
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
お
い
て
、

地
域
の
林
業
関
係
者
と
の
連
携
を
深
め
つ

つ
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
作
成
等
民

有
林
行
政
へ
の
支
援
を
進
め
る
こ
と
で
、

地
域
林
業
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。
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平
成
28
年
度
民
国
連
携
推
進
地
区
打
合
せ
の
実
施

森
林
整
備
部

技
術
普
及
課

各地区からの取組状況報告

意見交換



大
北
川
渓
畔
林
再
生
試
験
に
つ
い
て
、
３

回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
ま
す
。
（
第
２
回
）

前
回
は
試
験
地
の
概
要
と
調
査
内
容
、

そ
し
て
取
り
組
み
の
経
過
を
紹
介
し
ま
し

た
（
図
１
）
。
今
回
は
、
進
入
し
て
き
た

広
葉
樹
の
う
ち
、
更
新
木
（
胸
高
直
径
５

㎝
以
上
）
の
10
年
間
の
推
移
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

ス
ギ
植
栽
木
の
状
況

本
試
験
は
広

葉
樹
を
主
体

と
し
た
渓
畔

林
を
目
指
し

ま
す
が
、
現

在
そ
の
過
程

で
あ
り
、
先

ず
は
ス
ギ
の

伐
採
状
況
を

示
し
ま
す
。
２
０
０
４
年
度
の
間
伐
実
施

時
に
、
水
際
の
造
林
不
適
地
で
は
高
い
伐

採
率
と
な
り
ま
し
た
（
表
１
）
。
伐
採
前

と
伐
採
後
10
年
の
変
化
を
「
胸
高
断
面
積

（
※
１
）
の
比
率
」
で
表
し
ま
し
た(

図

２)

。
伐
採
率
に
よ
り
ス
ギ
と
高
木
性
広

葉
樹
の
比
率
に
差
が
見
ら
れ
ま
す
。

高
木
性
広
葉
樹
の
各
指
標
の
推
移

進
入
し
た
高
木
性
広
葉
樹
の
本
数
と
胸

高
断
面
積
の
推
移
を
図
３
で
表
し
ま
し
た
。

低
い
伐
採
率
の
プ
ロ
ッ
ト
１
は
両
項
目

で
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
プ

ロ
ッ
ト
で
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

対
照
林
分
の
高
木
性
広
葉
樹
の
群
集
組
成

プ
ロ
ッ
ト
１
の
向
か
い
側
の
広
葉
樹
林

二
次
林
「
対
照
林
分
」
（
写
真
）
の
推
移

を
見
ま
す
。
２
０
０
３
年
は
10
種
で
ヘ
ク

タ
ー
ル
当
た
り
１
３
３
３
本
48
㎥
で
あ
っ

た
の
が
、
２
０
１
３
年
は
９
種
に
減
り
、

本
数
は
変
わ
ら
ず
、
胸
高
断
面
積
は
約
１

割
増
の
53
㎥
で
し
た
。

対
照
林
分
及
び
そ
の
周
辺
の
広
葉
樹
二

次
林
で
「
生
長
錘
（
※
２
）
」
に
よ
る
樹

齢
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
樹
齢
は
約
70

～
１
０
０
年
と
推
定
さ
れ
、
周
辺
ス
ギ
林

の
一
代
前
の
ス
ギ
林
と
同
時
期
頃
に
成
立

し
は
じ
め
た

林
分
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

以
上
の
こ
と

か
ら
対
照
林

分
は
安
定
し

た
林
分
と
判

断
し
、
こ
れ

を
指
標
に
す

る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

対
照
林
分
と
の
比
較

そ
れ
で
は
対
照
林
分
に
近
づ
い
て
い
る

か
を
円
グ
ラ
フ
を
使
っ
て
、
高
木
性
広
葉

樹
胸
高
断
面
積
の
比
率
の
推
移
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。
（
図
４
）

緑
が
対
照
林
分
と
そ
の
周
辺
樹
種
、
黄

色
が
対
照
林
分
と
近
い
樹
種
、
水
色
は
渓

畔
種

（
こ
こ
で
言
う
渓
畔
種
と
は
河
川

氾
濫
に
よ
る
攪
乱
に
更
新
を
依
存
す
る
種
）

赤
は
先
駆
種
、
無
地
は
そ
の
他
と
し
ま
し

た
。先

駆
的
で
沢
沿
い
に
出
現
す
る
オ
オ
バ

ア
サ
ガ
ラ
は
（
渓
畔
種
と
し
て
も
良
い
で

す
が
）
こ
こ
で
は
そ
の
他
と
し
て
い
ま
す
。

全
体
と
し
て
は
、
全
て
の
高
木
性
広
葉

樹
が
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
約
８
㎡
か
ら
10

㎡
へ
と
約
25
％
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
内
、
対
照
林
分
構
成
樹
種
と
そ
れ
に
近

い
種
の
比
率
は
、
59
％
か
ら
65
％
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
量
・
質
と
も
に
対
照
林
分

に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

用
語
解
説

※
１
「
胸
高
断
面
積
」
…

胸
の
高
さ
（
地
際
か
ら
１
２
０
㎝
）
で
の

樹
木
の
幹
の
面
積
。

※
２
「
成
長
錘
」
…
年
輪
を
読
み
取
る
た

め
、
中
空
の
金
具
を
ド
リ
ル
で
樹
木
の
幹

に
挿
入
し
て
木
片
を
採
取
す
る
器
具
。
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私
が
勤
務
し
て
い
る
小
出
森
林
事
務
所

は
、
新
潟
県
の
中
部
に
位
置
し
、
主
に
魚

沼
市
、
長
岡
市
に
か
か
る
国
有
林
の
約
３

３
０
０
０
㌶
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

管
内
に
は
、
尾
瀬
ヶ
原
、
奥
只
見
ダ
ム

を
始
め
守
門
岳
、
平
ヶ
岳
、
駒
ヶ
岳
、
中

ノ
岳
等
の
山
々
が
あ
り
ま
す
。

特
に
守
門
岳
周
辺
に
は
、
豪
雪
地
帯
に

お
け
る
ブ
ナ
を
主
と
す
る
天
然
林
保
護
の

た
め
に
守
門
岳
ブ
ナ
植
物
群
落
保
護
林
を

設
定
し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
を
重
視
し

た
管
理
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

毎
年
５
月
に
は
山
頂
で
守
門
岳
山
開
き

が
行
わ
れ
、
ま
だ
残
雪
の
あ
る
守
門
岳
登

山
は
、
私
の
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

只
見
川
上
流
地
域
の
奥
只
見
ダ
ム
一
帯

は
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
等
が
急
峻
な
地
形

と
調
和
し
、
優
れ
た
景
観
を
呈
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
越
後
三
山
只
見
国
定
公
園
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

奥
只
見
ダ
ム
と
隣
接
す
る
八
崎
地
区
に

は
、
豊
富
な
積
雪
量
を
活
か
し
た
春
ス
キ
ー

を
主
体
と
し
た
奥
只
見
丸
山
ス
キ
ー
場
が

あ
り
、
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
毎
年
多
く
の
利
用
客
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。
豊
富
な
雪
と
ブ
ナ
の
新
緑
の
中

で
の
滑
走
が
楽
し
め
ま
す
。

こ
の
様
な
自
然
豊
か
な
小
出
管
内
で
も
、

最
近
で
は
シ
カ
害
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
尾
瀬
ケ
原
で
の
貴

重
植
物
の
食
い
荒
ら
し
や
、
踏
み
荒
ら
し

は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
越
森
林
管
理
署
で
は
、
平
成
26
年
か

ら
シ
カ
の
移
動
ル
ー
ト
を
調
査
す
る
た
め

に
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
ま
す

が
、
広
大
な
湿
原
で
の
全
体
的
な
ル
ー
ト

解
明
に
は
、
ま
だ
ま
だ
地
道
な
調
査
が
続

き
そ
う
で
す
。

当
署
で
は
小
出
管
内
も
含
め
イ
ヌ
ワ
シ

等
の
生
息
や
営
巣
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
に
は
「
中
越
森
林
管
理
署
に

お
け
る
イ
ヌ
ワ
シ
等
の
保
全
対
策
」
と
し

て
、
検
討
委
員
会
の
設
置
や
民
有
林
と
連

携
し
た
取
組
、
流
域
住
民
等
へ
の
普
及
啓

発
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

森
林
官
を
対
象
と
し
た
現
地
学
習
会
等

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
普
段

は
見
慣
れ
な
い
イ
ヌ
ワ
シ
の
確
認
は
容
易

で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
な
か
、
今
後
は
営

巣
環
境
の
保
全
や
餌
場
の
確
保
を
目
的
と

し
た
森
林
整
備
の
推
進
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

こ
の
自
然
豊
か
な
森
林
を
後
生
に
残
し

て
い
く
こ
と
が
今
の
我
々
の
使
命
だ
と
思

い
ま
す
。
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